
学問の自由に関する大学教員調査 

 

学問の自由保障に関する国際比較調査研究グループ 

（科学研究費基盤研究B, 代表者：羽田貴史〔広島大学名誉教授・東北大学名誉教授〕） 

 

１．あなたは、学問の自由にかかわる次の意見や考え方について、どう考えますか。 

（①〜⑲のそれぞれについて、選択肢の中から該当するもの１つを選択） 
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① 学問の自由は、研究の健全な発展のために重要である １ ２ ３ ４ ５ 

② 学問の自由は、大学などの高等教育の質を保障するために重要である      

③ 学問の自由は、社会課題の解決のために重要である      

④ 学問の自由は、自国の経済発展や安全保障のために重要である      

⑤ 学問の自由は、人類社会の福祉や国際平和のために重要である      

⑥ 学問の自由は、政府や権力へのチエック機能を果たすために重要である      

⑦ 学問の自由は、研究者個人の基本的権利である      

⑧ 学問の自由は、学問共同体（academic community）の自律を保障するもの

である 
     

⑨ 学問の自由を保障するためには、大学の自治が重要である      

⑩ 学問の自由は、自国だけの問題ではなく、世界共通の関心事である      

⑪ 学問の自由は、権利であるとともに、義務や責任を伴うものである      

⑫ 学問の自由は、国家の利益のために制約されるべき場合がある      

⑬ 学問の自由は、社会の利益のために制約されるべき場合がある      

⑭ 学問の自由は、学問共同体のルールや倫理によって制約されるべき場合が

ある 
     

⑮ 学問の自由は、所属する組織や機関の経営方針によって制約されるべき場

合がある 
     

⑯ 学問の自由は、市民に対する説明責任を伴うものである      

⑰ 大学の教員には、学問の自由が保障されるべきだ      

⑱ 学問の自由は、国公立の研究機関の研究者にも保障されるべきだ      

⑲ 学問の自由は、学生にも保障されるべきだ      

 

 

２．あなたは、次に掲げる行為やできごとは、学問の自由の侵害に当てはまると考えますか。 

（①〜⑲のそれぞれについて、選択肢の中から該当するもの１つを選択） 
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① 教授会以外が授業の目標・内容・方法を決定すること １ ２ ３ ４ ５ 



② 教授会以外が入試選抜・卒業判定を行うこと １ ２ ３ ４ ５ 

③ 自分の意思に反して特定の研究テーマや方法が指示されること １ ２ ３ ４ ５ 

④ 自分の意思に反して研究会への参加が制限されること １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 大学の執行部が一方的に教員の業績評価の定義や方法を決定すること １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 大学の執行部が一方的に教員の採用・昇任の資格と手続きを定めること １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ 教授会以外で教員採用・昇任人事が決定されること １ ２ ３ ４ ５ 

⑧ 部局の長が、教員の選挙や投票で示された意向に反して任命されること １ ２ ３ ４ ５ 

⑨ 大学の長が、教員の選挙や投票で示された意向に反して任命されること １ ２ ３ ４ ５ 

⑩ 教育活動や研究活動を理由に処分を受けること １ ２ ３ ４ ５ 

⑪ 大学の方針を批判することで処分を受けること １ ２ ３ ４ ５ 

⑫ 教育研究に必要な施設・設備・経費が保障されないこと １ ２ ３ ４ ５ 

⑬ 教育研究に必要な時間が保障されないこと １ ２ ３ ４ ５ 

⑭ 世界大学ランキングによる評価・資源配分 １ ２ ３ ４ ５ 

⑮ 政府による評価に基づく私学助成金や国立大学運営費交付金の配分 １ ２ ３ ４ ５ 

⑯ 教育の質ランキングを用いた認証評価制度 １ ２ ３ ４ ５ 

⑰ 外部資金を集められないことによる部門の縮小・廃止 １ ２ ３ ４ ５ 

⑱ 生命科学研究やAIの研究開発に規制を設けること １ ２ ３ ４ ５ 

⑲ 軍事研究への応募に規制を設けること １ ２ ３ ４ ５ 

 

 付問 上に掲げた①〜⑲のほかに、あなたが学問の自由の侵害に当てはまると考える行為やできごとがあれば、自由

にお書き下さい。 

 

 

 

 

３．あなたは、次に掲げる学問の自由に関する法律や事件について知っていますか。  

（①〜⑩のそれぞれについて、選択肢の中から該当するもの１つを選択） 
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➀ 日本国憲法第23条 １ ２ ３ 

② 教育基本法第2条 １ ２ ３ 

③ 天皇機関説事件（1935年） １ ２ ３ 

④ 東大ポポロ事件最高裁判決（1963年） １ ２ ３ 

⑤ 旭川学力テスト事件最高裁判決（1976年） １ ２ ３ 

⑥ 日本学術会議の会員任命拒否問題（2020年） １ ２ ３ 

⑦ 日本学術会議を国の機関から切り離して法人化する法律（2025年） １ ２ ３ 

⑧ 高等教育における教員の地位に関するユネスコの勧告（1997年） １ ２ ３ 

⑨ 高等教育に関するユネスコ世界宣言（1998年） １ ２ ３ 

⑩ 芸術及び学問の自由に関する欧州連合基本憲章（2000年） １ ２ ３ 

 

４．あなたは、近年の日本において、学問の自由の保障は発展していると考えますか、衰退していると考えますか。 

 （該当するもの１つを選択） 



著しく衰退 

している 

   変化してない    著しく発展 

している 

1 2 3 4 5 6 7 8 ９ 

  

５．あなたの所属機関において学問の自由はどの程度守られていると考えますか。（該当するもの１つを選択） 

非常に低いレベ

ル 

   平均的なレベ

ル 

   非常に高いレベ

ル 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 

 

６．あなたは、学問の自由についての知識をどのように得てきましたか。また、その知識を十分に持っていると考えま

すか。（①〜⑩のそれぞれについて、選択肢の中から該当するもの１つを選択） 
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① 学問の自由に関して、学生・院生時代に授業で学んだ １ ２ ３ ４ ５ 

② 学問の自由に関して、学生・院生時代に自然に学んだ １ ２ ３ ４ ５ 

③ これまで勤務した大学で、学問の自由に関する適切な説明

があった 

１ ２ ３ ４ ５ 

④ 学問の自由に関して、同僚・先輩教員から学んだ １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 学問の自由に関して、FDで学んだ １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 学問の自由に関する憲法上・法律上の保障について、十分

な知識を持っている 

１ ２ ３ ４ ５ 

⑦ 現在勤務する大学における学問の自由の保障に関する規

則、慣行および方針について十分な知識を持っている 

１ ２ ３ ４ ５ 

⑧ 大学で働き始めたときよりも、現在の方が学問の自由に関

してよく理解している 

１ ２ ３ ４ ５ 

⑨ 大学教員には学問の自由に関する知識が必要だ １ ２ ３ ４ ５ 

⑩ 大学は、教職員が学問の自由に関し理解できるよう研修な

どを行うべきである 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

７．あなたは、ご自身が学問の自由を侵害されたことがありますか。 

次のそれぞれについて、ない場合は選択肢「a. ない」を、ある場合は、その圧力の内容について、選択肢b〜jの

中から最も当てはまるもの１つを選択してください。（ただし、⑤については、「ない」または「ある」のいずれかから

選択してください。） 

 

① 授業の内容や方法について、圧力を受けたことがありますか。 

a. ない 

b. ある：譴責・戒告 

c. ある：昇給停止など給与上の不利益 

d. ある：配置転換・昇進停止・免職など人事上の不利益 

e. ある：任期更新拒否 

f. ある：授業担当や学生指導における教育活動上の不利益 

g. ある：研究費、施設・整備の利用制限など研究活動上の不利益 

h. ある：上司・同僚などからのいじめ 

i. ある：政治家など大学外部からの圧力 



j. ある：その他〔具体的に：          〕 

 

② 研究の進め方や発表について、圧力を受けたことがありますか。 

a. ない 

b. ある：譴責・戒告 

c. ある：昇給停止など給与上の不利益 

d. ある：配置転換・昇進停止・免職など人事上の不利益 

e. ある：任期更新拒否 

f. ある：授業担当や学生指導における教育活動上の不利益 

g. ある：研究費、施設・整備の利用制限など研究活動上の不利益 

h. ある：上司・同僚などからのいじめ 

i. ある：政治家など大学外部からの圧力 

j. ある：その他〔具体的に：          〕 

 

③ 大学内での発言や行動について、圧力を受けたことがありますか。 

a. ない 

b. ある：譴責・戒告 

c. ある：昇給停止など給与上の不利益 

d. ある：配置転換・昇進停止・免職など人事上の不利益 

e. ある：任期更新拒否 

f. ある：授業担当や学生指導における教育活動上の不利益 

g. ある：研究費、施設・整備の利用制限など研究活動上の不利益 

h. ある：上司・同僚などからのいじめ 

i. ある：政治家など大学外部からの圧力 

j. ある：その他〔具体的に：          〕 

 

④ 大学の外での発言や行動について、圧力を受けたことがありますか。 

a. ない 

b. ある：譴責・戒告 

c. ある：昇給停止など給与上の不利益 

d. ある：配置転換・昇進停止・免職など人事上の不利益 

e. ある：任期更新拒否 

f. ある：授業担当や学生指導における教育活動上の不利益 

g. ある：研究費、施設・整備の利用制限など研究活動上の不利益 

h. ある：上司・同僚などからのいじめ 

i. ある：政治家など大学外部からの圧力 

j. ある：その他〔具体的に：          〕 

 

⑤ 議論なく一方的に自分の所属組織を改廃されたことがありますか。 

a. ない 

b. ある 

 

いずれかの質問について「ある」と回答した方は、お差し支えのない範囲で、その具体的な経過や内容をお書きく

ださい。「ある」を複数回答された方は、そのすべてについてでも、一部についででもかまいません。 

（自由記述） 

 

 

 

 

 



 

 

８．あなたは、他人が学問の自由を侵害されたことを直接見聞きしたことがありますか。 

次のそれぞれについて、ない場合は選択肢「a. ない」を、ある場合は、その圧力の内容について、選択肢b〜jの

中から最も当てはまるもの１つを選択してください。（ただし、⑤については、「ない」または「ある」のいずれかから

選択してください。） 

 

① 授業の内容や方法について、他人が圧力を受けたことを直接見聞ききしたことがありますか。 

a. ない 

b. ある：譴責・戒告 

c. ある：昇給停止など給与上の不利益 

d. ある：配置転換・昇進停止・免職など人事上の不利益 

e. ある：任期更新拒否 

f. ある：授業担当や学生指導における教育活動上の不利益 

g. ある：研究費、施設・整備の利用制限など研究活動上の不利益 

h. ある：上司・同僚などからのいじめ 

i. ある：政治家など大学外部からの圧力 

j. ある：その他〔具体的に：          〕 

 

② 研究の進め方や発表について、他人が圧力を受けたことを直接見聞ききしたことがありますか。 

a. ない 

b. ある：譴責・戒告 

c. ある：昇給停止など給与上の不利益 

d. ある：配置転換・昇進停止・免職など人事上の不利益 

e. ある：任期更新拒否 

f. ある：授業担当や学生指導における教育活動上の不利益 

g. ある：研究費、施設・整備の利用制限など研究活動上の不利益 

h. ある：上司・同僚などからのいじめ 

i. ある：政治家など大学外部からの圧力 

j. ある：その他〔具体的に：          〕 

 

③ 大学内での発言や行動について、他人が圧力を受けたことを直接見聞ききしたことがありますか。 

a. ない 

b. ある：譴責・戒告 

c. ある：昇給停止など給与上の不利益 

d. ある：配置転換・昇進停止・免職など人事上の不利益 

e. ある：任期更新拒否 

f. ある：授業担当や学生指導における教育活動上の不利益 

g. ある：研究費、施設・整備の利用制限など研究活動上の不利益 

h. ある：上司・同僚などからのいじめ 

i. ある：政治家など大学外部からの圧力 

j. ある：その他〔具体的に：          〕 

 

④ 大学の外での発言や行動について、他人が圧力を受けたことを直接見聞ききしたことがありますか。 

a. ない 

b. ある：譴責・戒告 

c. ある：昇給停止など給与上の不利益 

d. ある：配置転換・昇進停止・免職など人事上の不利益 

e. ある：任期更新拒否 

f. ある：授業担当や学生指導における教育活動上の不利益 



g. ある：研究費、施設・整備の利用制限など研究活動上の不利益 

h. ある：上司・同僚などからのいじめ 

i. ある：政治家など大学外部からの圧力 

j. ある：その他〔具体的に：          〕 

 

⑤ 議論なく一方的に所属組織を改廃されたことを直接見聞ききしたことがありますか。 

a. ない 

b. ある 

 

いずれかの質問について「ある」と回答した方は、お差し支えのない範囲で、その具体的な経過や内容をお書きくだ

さい。「ある」を複数回答された方は、そのすべてについてでも、一部についででもかまいません。 

（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．最後に、あなたご自身のことについてお聞きします。 

（（１）〜（11）は該当するもの１つを選択、（12）は該当するものはいくつでも選択可） 

※（４）〜（７）は現在勤務されている大学についてお答えください。 

 

（１）性別   １ 女性   ２ 男性   ３ それ以外   ４ 答えたくない 

 

（２）年齢    １ 30歳未満  ２ 30～39歳  ３ 40～59歳  ４ 50～59歳   

５ 60～69歳  ６ 70歳以上  

 

 （３）専任の大学教員としての勤務歴   

１ あり  ２ なし    →「ある」場合、通算の勤務年数〔   〕年 

 

（４）現在の勤務大学  

１ 国立大学  ２ 公立大学  ３ 私立大学  ４ 会社立大学 

 

（５）現在の勤務大学の種類   

１ 医学部のある総合大学  ２ 医学部のない総合大学  ３ ２つ以上の学部のある複合大学 

４ 単科医科系（薬科・歯科など）大学  ５ 単科教育系大学  ６ 単科工業系大学  

７ その他〔具体的に：          〕 

 

（６）現在の雇用形態   

１ 任期なし  ２ 任期付き（回数に制限なく再任あり） 

３ 任期付き（回数に制限がある再任あり） ４ 任期付き（再任なし） 

５ その他〔具体的に：          〕 

 

（７）現在の職階・称号    

１ 助教  ２ 講師  ３ 准教授  ４ 教授   

５ 特任・特定・特命教員（助教・講師・准教授・教授）   

６ その他〔具体的に：          〕 

 



（８）専門分野  

１ 人文（科）学  ２ 社会科学  ３ 理学  ４ 工学  ５ 農学  ６ 保健   

７ 商船  ８ 家政  ９ 教育   10 芸術    

11 その他〔具体的に：          〕 

 

（９）最終学位    

１ 学士（学部卒） ２ 修士学位  ３ 博士学位  ４ 専門職学位   

５ その他〔具体的に：          〕 

 

（10）海外大学での学位取得の有無   

１ ある  ２ ない    →「ある」場合、学位の種類〔          〕 

 

（11）大学教員入職直前のキャリア   

  １ 大学院生・ポストドクトラルから  ２ 企業の研究所勤務  ３ 研究所以外の企業勤務 

  ４ 官庁の研究所  ５ 研究所以外の官庁勤務  ６ 学校教員   ７ 専門職    

８ 自営業  ９ その他〔具体的に：            〕 

 

（12）管理職経験の有無（該当するものはいくつでも選択可）  

    １ 学長・副学長・理事など全学の管理職経験がある  

  ２ 学長補佐など全学的な運営の補佐経験がある 

    ３ 部局長・副部局長・図書館長・センター長など部局の管理職経験がある 

    ４ 部局長補佐など部局運営の補佐経験がある   

５ 全学的な評議会の委員や委員会委員長の経験がある 

６ 上記以外の管理運営の経験がある〔具体的に：           〕 

７ 部局・全学を問わず、管理運営の経験はない 

 

（13）あなたの１年間を通じた大学教員としての活動の全体を１００％とした場合、次に掲げる活動のエフォートは大

まかにそれぞれ何パーセントくらいになりますか。 

合計が１００％になるように数字をご記入下さい。その項目のエフォートがない場合は「０」をご記入下さい。 

１ 教育       ％ 

２ 研究       ％ 

３ 社会連携     ％ 

４ 管理運営     ％ 

５ その他      ％ 

合計    １００％ 

 

10．その他、学問の自由をめぐる状況やこのアンケートの内容についてお気づきのことやご意見等があれば自由にお書

き下さい。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

調査へのご協力ありがとうございました。 

 


